
令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の対策
敦賀市立中郷小学校

４月１８日（火）に全国小学校６年生を対象にした「教科（国語・算数）に関する調査」と「質問紙調査」が
実施されました。その結果から、本校児童の特徴についてお知らせします。これらの分析をもとに今後の指導
改善に取り組み、「知･徳･体」の向上を目指していきますので、ご家庭でのご協力をお願いします。

【国語】○良好であった点 ●課題となる点

今後の対策
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●条件を満たして作文を書くことに課題があり
ます。
条件①資料を読んで、運動と食事の両方に

ついて分かったことを書く。
条件②分かったことをもとに、これから自分が

できそうなことを書く。
条件①で、運動と食事のどちらか片方のことし

か書かれていなかった児童が多く見られました。
条件②で、条件①をもとに、できそうなことが書

かれていない児童が多く見られました。
何を尋ねられているのかをしっかり問題から読

み取ることが大切です。

・複数の資料の中から、指定された条件に従って情報を読み取り、それに対する自分の考えを表現する
活動に取り組みます。

・アップタイムの時間や普段の各教科の授業で、「○字以内で書く」「理由・根拠を述べる」「○○という
言葉を使う」「自分の体験をふり返りながら書く」等、条件に沿って書く活動を取り入れます。



【算数】○良好であった点 ●課題となる点

今後の対策

変化と関係 【問題の内容】
同じいすを重ねたときの、いすの数と高さ

の関係について考える。

○示された場面で、伴って変わる２つの
数量の関係について、表から変化の特
徴を読み取り、知りたい数を求めたり、
比例でないことを説明するために適切
な数の組を用いたりすることができて
います。

【正解の例】

いすの数が１きゃくから２きゃくと２倍

になっても、高さは４５ｃｍから５１ｃｍで

２倍になっていません。

図形 【問題の内容】
高さが等しい三角形のついて、底辺と面積

の関係をもとに面積の大小を判断する。

●示された三角形の高さを適切に捉え
ることができていません。また、理由を
説明できない児童も多く見られました。

【正解の例】
番号…３
わけ…三角形の面積は、底辺×高さ÷２で求
められます。○おと○かの底辺はどちらも３．２cm
で等しいです。高さは、テープ幅がどこも同
じ長さなので等しいです。だから、○おと○かの
面積は等しいです。

･図形の面積を求める問題では、計算に必要な底辺や高さについて確認し、その求め方を説明する活動

を取り入れます。また、タブレットを活用して自分の考えをまとめ、児童同士が話し合う活動に取り組み

ます。

・学習したことを教室に掲示したり、どうしたら解けそうか話し合ったりして、学力の定着につなげていき

ます。そして、「わかった」「できた」喜びを味わえる経験を増やしていきます。



＜質問紙に関する結果から＞

① ②
「平日読書をする」と

中郷小では、タブレットを効果的 回答した児童が、県や全国に
に活用し、児童が自分の考えを「まと 比べてかなり少ないことがわかりました。
める」「伝える」「深める」ことができる 本は「頭の栄養」であり、「心の栄養」

よう、授業を組み立てています。タブレットを です。読書を通して新たな知識や気づきを
活用することで、児童は意欲的に授業に臨む 得たり、いろいろな生き方を学んだりすること
ことができています。特に、自分と友達の考え が、心の成長につながります。学校では、週末
を比べ、自分の考えをさらに深めたり、学習し 読書の記録、朝のアップタイムの読書の時間、
たことを簡単にまとめたり、分からないことは 図書館で読書する時間などを設けたり、さま
すぐ調べたりすることが可能になっていま ざまなジャンルの本を紹介したりして、本に
す。これからも、児童が自ら発信し、互いに 親しむ環境を整えていきます。ご家庭でも、
深め、高め合う授業を目指し、さらなる 読み聞かせや親子読書等に取り組んで
授業改善に取り組んでいきます。 いただけるとありがたいです。

③ ④
家庭学習に１時間以上取り組んで 「地域や社会をよくするために何か

いる児童が、全国や県の平均と比べて してみたい」と回答した児童が県や
多いことがわかりました。学習する習慣がし 全国に比べてかなり少ないことがわかり

っかりとついている児童が多いと考えられま ました。自分たちが生活する地域や社会に
す。また、家庭学習では児童の学習ペースに 目を向け、地域の一員として、興味を持ったり

合わせて取り組むことができます。難しい部分を 参加したりする場を増やしていきます。例えば、
じっくりと理解したり、興味のある分野を深堀りし 地域の方々にご協力いただき、校外学習やゲ
たりできます。今後もタブレットを用いたり、有効 ストティーチャーを交えた活動を取り入れ、児童
な自主学習の進め方を示したりするなどして、児 が地域や社会の方々と触れ合う機会を増や
童が自ら問題を解決し、学びを次に繋げ、広 していきます。それらを通して、児童が地域に
げ深める力を育てていきます。ご家庭で 貢献したいとする感情を養っていきます。
もご協力をお願いします。 ご家庭でもぜひ地域の行事に参加

する機会を設けてください。

今後も職員一同力を合わせ「心ゆたかでたくましい子の育成」に努めてまいります。
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